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　我々の身ぢかなところで、3才児保育を希望してくる

者が毎年増加していることは癖実である。しかし、一般

に、これを統計的にみると、全国3才児の約4％で、そ

の数からいえば、まだまだ少ないが、幼稚園における、

3才児保育への闘心と意欲は，高まつてきていると言わ

れている。即ち、

　　　　昭漁39年度　44，600人

　　　　昭和40年度　46，488人

　　　　昭和41年度　48，140人

と年を追つて、その数は、毎年約2，000人位ずつは増加

しているとのことである。

　もともと、教育碁本法のなかには、満3才より、就学

までの幼児を教育することが示されているのであるが、

実際に行われている保育は、現在までは、どちらかと言

えば、5才児中心であつた。それが、近年、しだいに4

才児の教育へと拡大し、ごく最近では、2年保育が一般

的傾向の方向を示している。つまり、このことは、保育

所は別として、やがて近い将来、幼稚園が3才、4才、

5才と、幼児時代の教育が3年間教育になる方向を示し

ているのではないだろうか。

　しかしながら、3才児の集団教育に対しては、一般的

にはその教育の効果に疑問や懐疑を抱く者も少なくな

い。教育の意義もはつきりとは認められていないのが事

実である。

　我々の幼稚園では、 昭和29年より、3才児の教育を始

めてから、はや10年になる。その教育の内容や方法を次

に述べるが、我々の3才児の教育方法は、その心身の発

達に則した保育を考えてきた。従つて、保育日も幼児に

よつては、週1回2時間の教育であるが、週3回の2時

間の保育の幼児の組もあるoこのためには家庭の協力が

必要である。その為、母親も子どもとともに、週1圓登

園して、幼児教育の専門の知識を受講し、幼児のしつけ

の実践を実習してもらうことにした。保育の内容は、幼

児の健康、社会、言語に関するものを中心に、これを幼

児の遊びの中に包含して、行なうやり方である。幼児の

的

人数は1組20名前後を保ち、教師は、1組に2名を配置

した。初めのうちは、・毎週登園する幼児の遊びの状態を

充分に観察し、個々の指導を、重点的に考えて行つたの

で、保育計画のf乍成は、保育の終つたあとで、次のプラ

ソを立てるという、いわゆる日案を主体として行つてき

たが、このように週を単位として指導計画を立てること

の弊忠も現われてきた。

　そこで我々は、月の指導計画を立てる帯にした。そし

て、これは現在に至つている。この月の指導計画をたて

るために、基礎資料として、幼児のさまざまな生活の記

録をし、調査研究を行つた。

　その基礎資料の一部分をここに集録して褐載する訳で

ある。

　3才児の集団教育は、一般的に難しいとされてきたが

その理由の1つに、3才児は、その心身の発逮上、よう

やく嬰児的なわくを脱して、ひとり立ちの生活を始めよ

うとする時期、その心身の発達も著しく雷語を自由に使

うようになり、行動もしだいに社会化されていこうとし

ている段階にあるのであるが、この発達段階においては

個人差が著しい。また未発達の部分も残つているので、

築団生活の中に於いても個人指導をする場合が多い。

　したがつて、傭人の特質をよくとらえながら、その時

の状態に最も適した指導が大切である。

　この場合、教師が目標や計画を立てて、その規定の中

で保育するよりも、自由な子どもの欲求を満たしながら

してやれる自由保育がより適切な保育であるのではない

だろうか。但し、自由保育とは放任や無計画の保育では

ない。幼児の中に教師が入り込んで指導をすることが大

切である。』

　なお、すべてが自由保育ではなく、園の生活の中には

集団で一斉に画一に行うことが、より効果的なものもあ

る。

　以上のようなことを根底として指導計画を1乍成してみ

たわけである。
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H　方 法

　3才児の教育効果をたかめるには、どのように指灘す

ればよいか、3才児の指導計画はいかにあるべきかを、

課題として考察することにした。そこで、3才児の特性

に鑑み、以下のようなことに留意点をおくことにした。

　すなわち、03才児の特殊性を知る（身体発育、運動

機能、知的発達、社会性、生活習慣など）　○幼児の家

庭環境を知る（入園調1無家庭調査表など）　○入園前

の幼児の実態調査をする。　○入畷後1力年間の成長発

達の過程を考えてみる（従来の3才児保育の実態より）

○幼稚園の環擁をととのえる（組編成、教師の配罎、教

材選択、その他）　○撰導計画を立ててその方法を考え

る（年間の指導計画、月、週、1日）とそれぞれの指導

計画を立てることを考えなけれぱならない。

　我々はこの中で、1日の指導計画がそれぞれの撮導計

画の要となり、これの積み重ねが年間の指導計画となる．

ことを考えて、1日の指導計画を重観した。

　前に述べたように、我々の3才児保育のやり方は、1

日、あるいは3日保育である。その中で充分の効果をあ

げるような保育内容を配列しなければならない。このた

めには、3才児の経験や活動の実態をよく観察し、これ

をまとめたものが次の指導計画の基礎資料として必要で

ある。そこで、てはじめとして次のような保育内容を定

めた。すなわち、幼児の発達の段階から見て、先ず、健

康、社会、言語、といつた面の経験や活動を重点的に取

り上げ、幼児の遊びや活動の中でこれを行なう。ここに

述べようとする内容は、特に3才児の保育で重要なもの

であり、しかも日々繰りかえし行なわなけれぱならない

ものである。

　1　健康の面からは、先ず園生活の中で行なわなけれ

ぱならない項目として、（1）手を洗う、（2）鼻をふく、（3〉お1

弁当をこぽさないで食べる、（4）ボールを投げる。

　2　社会の面からは、身のまわりの始末をするといつ

たことから、（1）自分の道具類（クレヨソ、のり、はさみ

など）の後かたづけをする。（2〉くつのしまつをする。（3〉

スモツクの着脱ができる。（4）合図によつて集まる尊（5）製

作を最後までやり遂げる。（6）友だちと仲よく遊ぶ。（7）共

同の遊具の後かたづけをする。

　3　言語の面からは、（1）あいさつをする（おはよう、

さよなら、いただきますなど）（2）先生の話を聞く（童話

を聞くなども含む）（3〉かみしばい、絵本を喜こんで見る

（4）大勢の前で表現できる0

　4　音楽リズムの面から、（1）皆んなの前で歌う、（2）拍

子打ちができる（壬拍子）（3）曲に合せて歩くなど合計18

項目を幼児の日々の経験や活動の中から選び項目別に、

それぞれの発達の状態を観察記録してまとめた。

　観察記録の期聞は昭胸39年度及び40年度の2力年とし

なおこの対象児は週3日保育の3才児102名である（男

児44名、女児58名）。幼児の家庭環擁状況は第1衷に示

してある。記録の様式は紙面の都合で省略するが179頁1

以下の・皿結果の各図の項目について6回記録した。

第1表　幼児の家庭環擁調査（昭和39、40年度・2力年間）
Tab夏e　L　Home　E【よvironment　of　Child驚n（1965，，66）

（1）駿　業　別

Occupatio駄

（2）両親の学歴
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　　6
－178一



植　松　億 三才児保育についての研究

　観察の手続きについて簡単に説明を加えて見よう。そ

れは幼児1クラス20名前後を2人の激師が保育する訳で

あるが、5クラスの幼児の集団について、1カ月1回の

予旅殿講を始めたが・入脳初涙休みそφ他の

休園があるので、1学期（5、6、7月）の3回と2学

期（10112月）の2回、3学期は2月に1回、全学期を

通じて5回の観察の記録の集計である。項目の内容につ

いてはそれぞれの項目について幼児の経験や活動の全体

皿　結

　○　手を洗う（第1図）

　個人的に“手を洗いましよう’”と声をかけた揚舎解は

全員が洗えるので、これを更に習慣化するために手を洗

うという呼びかけでなく「おべんとうにしましよう 』 と

の呼びかけに対しての反応をみた結果が図のようになつ

た。

　6月は、子供達にとつては、集園生活字）経駐も準く、

集団への呼びかけも自分④昌とと ←て受け取るζ≒が出

来ない。また手を洗ちと一いうことと、’“おべんとうにし
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第1図　手　を　洗　う
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を見ることは困難であるので、それぞれの観察記録をす

る場面を設定した。例えば、○手を洗うという1例に？

いても、いくつかの場面があるが、これらを全部記入す

ることは困難であるし、その必要もないと思われるQそ

こで“手を洗う”の場面は便所に行つた時、食番の前、

いろいろの遊びが終り次の遊びに移る時などの場をとら

え記録した。以下これの説明を第1図から順をおつて説

明する。

果

よう”ということの関係がわからなかつた子どもが相当　

多かつたが、7月には呼びかけだけで68％が手を洗うよ

うになつた。10月に48％と下つたのは長い夏休みφあ，と

ということや、わかつていてもしないという子ど直がで

てきたのが原因と思われる。珍月から2月までは8を％と

上昇している。この結果から継続的に行われる行卿が次

第に習慣化されてゆく過程を知ることができようQ㍗

　○　鼻を拭く（第2図）

　これは全員に対しての調査ではなく、きまたま再邪を

引いて鼻を出している子供が、自分で拭くかどう脅とい

う観点から調査した。したがつて対象の子供と人教がそ

の月により変わり、この図により発達の過程を比韓する

ことは出来ないと思うがいわれると拭ける子供は各 ≦、な

ρ

90

80

70

60

50

40

30

20

10

％

第2図　鼻　を　ふ　く
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つている。

　○　おべんとうをこぽさないで食べる（第3図）

　バン、御飯などこぽすか、こぽさないかという角度か

らの過程をみようとしたが、これは観察する日のおべん

とうの内容が大変影響する様に思えた。例えぱ3学期に

こぽす子供の多いのは、ストーブで暖めてもらいたいと

パンからごはんにきりかえた子供が多くなつたこと、ま

た食寮時の諮しやべり等が影響しているのではないかと

思うそれ故、この第3図により、一年を通じての発展の

過程を正確に見ることは出来なかつた。

　　　第3図　お弁当をこぼさないで食べる
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第4図　ボールを投げる
Fig，4．　Throw　a　Bal颪
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　○　ボールを投げる（第4図）

　幼児の運動的なあそびのひとつとしてゴムボール（直

径10cm）を片手で投げてみることを観察したる．これに

よつて、運動的な遊ぴの内容や場所的な問麺をも考えら

れるので突施したが・1米以上投げる位の線で投げてい

たが多少の変動はみられたが、一般的に上昇線をたどり

朋以降は全即・3米位は財鱗るようにな？た。
初めから79％が出来、2月には100％陛なり充分出来る

ようになつた。

　○　クレ日ン、のり、鋏の後始末をするぐ第 5園）
　大体月ごとに順調な発逮を示し、2月には89％の子供

がいわれないでも自分から片づけられようになつた。
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服
第5図
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　第6図　くつをしまつする
Fig，6，　Put　Snoes玉n　Order Fig．7．

　第7図スモックの港脱
Put　on　and　take　off　Own　Smock
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　○　くつを始末する（第6図）

　図のように始めから過半数の予供が出来ていたが特別

の子供をのぞくほか2学期には96％の子供が出来るよう

になつた。

　○　スモツクの着脱（第7図、A、B）

－衣類の着脱を自分でさせるために薗にきたらスモツク

を着用させることにした。スモツクのスタイルは自由、

前明きボタン1．5cm以上のものとし袖の畏さは自由とし

た。6月に21％だつたのが7、9月と上昇し、10月には

72％の子供が出来るようになつた。 12月下つているのは

畏袖にきがえたためと思われる。ぬぐ方は図のように着

る方のように袖の長さの影響はなかつた。

　○ 合図によつて集まる（第8図）

　集まりの合図で5分以内で渠まれるかどうかというこ

とを調べた。これも次第辱上昇し2月には100％出来る

ようセこなつた。

　○　製作物を最後まで仕上げる（第9図）

　出来上つた結果の上手、下手ではなく最後までやりと

おすという意志の面から観察した。6月には依存的な子

供もみられたが12月からは、ほとんどの子供に作り上げ

ようとの意志が見られた。7月に下つたのは製作物が6

月に比べて・3才児には少々無理な教材ではなかつたか

を反雀している。
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述わ潔

蜘　○　仲良くあそぶ（第10図）

　遊ぶ人数は少いが6月より次第にグルーブ遊びが多く

なつている。並行あそびは10月をさかいとしてだんだん

減つているが全体的にみると大きな割合を示している。

このことからみて、まだこの年令の子供は並行あそびが

遊びの大半を占め、少しづつグルーブあそびへと移行す

る段階であることが分つた。

　○　共同の遊具をあとかたづけする（第11図）

　共同で使つた遊具を片づけおわるまで片づけようとす

る子供は月を追つて序々にふえているが3才児組では、

特定の子に限られていた。最後まで片づけることは出来

なくとも自分から片づけようとする積極的な態度をしめ

す子供は6月で13％、次第に上昇して2月で63％になつ

ている。この結果から・この年令の子供では自分から徹

底的に片づけることは無理であつても、片づけようとす

る自発的な意志は充分しめされるものであるということ

がわかつた。したがつて幼いからといつて何時までも養

護するぱかりでなく、物の始末などのような、基本的な

習慣の躾は、基礎づけられるものであり、又基礎づけら

れねばならないものだという事がいえる。

　○　大勢の人の前で行動できる（第12図）

　第1回のこれは他の3才児組との合同の場面をみた。

例えば子供会など7月を除き以後全員の大集団の中でも

参加し得るようになつているg
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植　松他 三才児保育についての研究

　　　第11図　共同の用県、遊具のあとかたずけ
：Fig，11．Put　Common　Toolsand　playthings　in　order

第13図　あいさつをする

　Fig．13．　Greeting
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第12図　大勢の人の前で行動できる
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　○　朝のあいさつ（第13図）

　次第に上昇して2月には59％を示し、10月ごろからの

上昇が目立つているのは幼稚園生活が楽しくなつてきた

ことと関連が深い。すなわち喜んで登園するようになつ

た。これは共同あそびの上昇線と平行している点からも

推察される。

　○　産話をきく（第14表）

　これは6月から約半数の子供が聞いているが、興味を

持つて聞いていたかどうか。10月ごろからは、話したあ

との質問に対して反応をしめす子供もぐつと増し、この

頃からは内容を少しづつ理解し興味や関心を深めて聞く

ようになつた。

　○　紙芝居を見る（第15図）

　童話に比べると最初からよく見ていて子供が興味を示

した。

　○　みんなの前で1人で歌う（第16図）

　2学期が山で冬休みをすぎた後、反つて低下している

これは歌えないのではなく、この頃には自意識が強く表

われたと同時に集団の中でも自分の意志を通すことが出

来るようになつたこと、またその峙に気分が乗らないと、

理由をつけて歌いたがらない子供も、でてきたためでは

ないカ・と思う。
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